
 

（別紙 3） 

 令４年度ふるさと創生ＮＰＯ連携促進事業報告書 

 

・当報告書は、基金のホームページ等で掲載する予定です。 

・メールは、info@mejiron.org あて送付するとともに提出の際は、タイトルを「令和４年度ふる

さと創生ＮＰＯ連携促進事業報告書」としてください。 

・写真は、元データも一緒にメールでお送り下さい。 

 

団体名 NPO 法人子育て応援レストラン  

１.事業内容について、進捗状況報告書をまとめるような形で記載してください。 

 

今期おおいたコネクトサポート事業を通じ、農家さん指導の元、季節の野菜植え・収穫を学

び、収穫した野菜を食育クッキング教室・クリスマスプレゼント配布などに使用し、障がい者

や高齢者そして子育て世帯が各々できることに取り組み、みんなで協力しあえる連携が自然に

でき、3 団体による地域共生型による素晴らしい活動ができたと思います。 

また、来年度も活動できるよう春野菜を植え今期の活動は終了しました。 

 

２.事業を実施している様子等が分かる写真を４枚以上添付してください。 

☆農家さん指導の元、親子で夏野菜植え体験 

    

 

☆芋農家さん指導の元、芋苗植え体験   ■「オレンジファーム」看板設置 
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■「芋掘り大会」のチラシ 

 

 



 

☆令和４年１１月５日（土） 3 団体で芋掘りイベント 

  

       



 

☆令和４年１２月１０日（土） 収穫したお野菜で食育クッキング教室 

     ＊大分合同新聞 12.20 朝刊 

 

 

☆令和４年１２月２２日（木） Ｘmas イベント “もみの木サンタ登場” 

収穫した冬野菜を、高齢者・障がい者が子育て世帯にクリスマスプレゼント配布 

       



 

３．来年度以降、事業終了後も、その効果や結果が継続されるために、組織としてどの様に、 

  体制や対応をしていくのかについて記載してください。 

 

農園を拠点に交流が深まることにより、地域の子どもから高齢者まで、障がいの有無に 

関わらず、各々が生き生きと活躍できる場所になることで、地域の皆がそれぞれの立場で 

支える地域連携ができ、地域活性化に繋がりました。 

農園整備の拡充を行い、「おおいたコネクトサポート」への協賛企業の参加を促進する 

ことにより、各支援事業に貢献できる体制づくりを行い、将来的には、地元生産、加工、 

販売の第六次産業的な役割を果たす団体として、共生型農福連携のモデルケースとなる 

よう活動していきます。 

また、地域包括支援センターと連携を密にし、地域の高齢者が管理できなくなった畑や 

菜園の管理サービスを地域貢献ヘルパーと命名し、障がいのあるスタッフが担う地域共生 

サービス体制をつくります。 

 

 

 

 

 

 

 


